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テ
レ
ビ
よ
り
と
り
し
演
歌
の
テ
ー
プ
に
は
は
し
ゃ
ぐ

孫
等
の
声
ま
じ
り
居
り
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

丹
精
を
こ
め
し
ク
レ
マ
チ
ス
入
院
の
夫
居
ら
ぬ
間
に

ほ
の
ぼ
の
咲
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

ま
な
板
の
く
ぼ
み
は
戦
後
四
人
の
子
育
て
し
吾
れ
の

生
活
の
証
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

暑
か
り
し
ひ
と
日
の
夕
べ
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
油
の
光

る
坂
登
り
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
靜
恵

胃
と
腸
の
カ
メ
ラ
検
査
を
よ
う
や
く
に
終
え
た
る
吾

は
疲
れ
果
て
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

真
夏
日
の
続
く
夜
明
け
の
裏
藪
に
我
が
世
の
春
と
ひ

ぐ
ら
し
鳴
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

み
や
し
ろ
の
輪
く
ぐ
り
祭
に
若
き
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
の

会
夜
の
更
け
る
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
　
伝

初
盆
の
義
母
に
贈
ら
ん
提
灯
を
選
ぶ
無
沙
汰
の
詫
び

を
言
い
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
良
子

一
泊
の
旅
か
ら
帰
れ
ば
葛
の
つ
る
側
溝
こ
え
て
道
に

は
び
こ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
タ
カ
子

朝
夕
に
暑
さ
に
負
け
ず
咲
き
つ
づ
く
花
に
た
っ
ぷ
り

水
そ
そ
ぎ
や
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

評

一
首
目
。
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
は
よ
く
こ
う

い
う
こ
と
が
あ
る
。
孫
ら
の
声
が
ほ
ほ
笑
ま
し
い
。

二
首
目
。
ご
主
人
が
入
院
し
て
留
守
の
間
に
咲
い
た

花
。
ほ
ろ
苦
い
喜
び
で
哀
感
を
誘
う
。
三
首
目
。
ま

な
板
の
く
ぼ
み
は
鋭
い
発
見
だ
。
そ
こ
に
は
子
育
て

や
そ
の
他
過
去
の
苦
労
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

星
ま
つ
り
伝
言
板
の
ハ
ン
グ
ル
語

佐
藤
　
周
子

遠
雷
に
震
え
る
子
犬
抱
き
し
め
る

大
庭
　
良
子

寝
不
足
の
い
つ
ま
で
続
く
暑
さ
か
な

山
家
　
弘
子

回
り
来
し
僧
を
も
て
な
す
扇
風
機

岩
沢
　
伍
峯

親
と
子
の
映
画
鑑
賞
夏
休
み

高
橋
　
正
男

夫
の
背
を
流
さ
ぬ
悔
や
墓
洗
ふ

日
下
　
　
文

赤
蜻
蛉
話
相
手
の
な
き
日
暮
れ

川
村
　
靜
恵

久
に
訪
ふ
里
の
端
居
に
安
ら
ぎ
て

三
浦
　
愛
嶺

わ
れ
植
え
し
山
田
に
匂
ふ
稲
の
花

制
野
　
リ
エ

訓
導
碑
川
面
の
ほ
と
り
合
歓
の
花

高
子
た
ち
ば
な

評

一
句
目
。
星
ま
つ
り
は
七
夕
の
夜
、
二
つ
星
を

祭
る
行
事
で
あ
る
。
駅
の
伝
言
板
に
書
か
れ
て
い
る

ハ
ン
グ
ル
語
に
、
国
際
化
と
七
夕
の
夜
の
人
出
が
見

え
る
よ
う
だ
。
二
句
目
。
雷
は
夏
の
季
題
。
す
ご
い

雷
が
去
っ
て
も
、
な
お
震
え
る
子
犬
を
抱
き
し
め
る

作
者
。
三
句
目
。
今
年
は
異
常
な
暑
さ
で
、
寝
不
足

に
な
る
ほ
ど
の
暑
さ
が
続
く
。
涼
し
く
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
作
者
で
あ
る
。「
俳
句
は
十
七
文
字
で
季

語
を
一
つ
入
れ
る
。
心
情
を
直
接
表
現
せ
ず
季
語
に

託
す
。『
や
』『
か
な
』
の
切
れ
字
は
一
カ
所
だ
け
に
。」

親
孝
行
そ
の
言
葉
す
ら
辞
書
を
ひ
き

高
橋
　
要
一

愚
妻
と
は
何
よ
と
妻
が
抗
議
す
る

草
野
　
　
清

笑
み
ひ
と
つ
得
て
報
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小
野
嘉
津
子

か
ら
ま
せ
た
指
が
そ
知
ら
ぬ
顔
を
す
る

米
沢
　
礼
子

人
情
味
好
き
で
祭
り
の
灯
に
と
け
る

一
條
　
芳
子

い
い
日
和
ゴ
ロ
寝
で
過
ご
す
空
財
布

佐
藤
　
武
雄

検
診
日
事
な
き
昼
餉
店
屋
も
の

阿
部
は
ぎ
の

鎮
魂
に
耐
え
る
真
夏
の
黒
い
服

四
竃
　
英
夫

極
上
の
う
た
た
ね
で
き
る
美
容
室

平
間
　
大
恵

暇
な
人
ハ
エ
一
匹
も
打
ち
取
ら
ず

大
庭
　
良
子

評

一
句
目
。
時
代
の
変
化
は
「
孝
行
」
を
死
語
化

し
か
ね
な
い
、
老
親
の
受
難
期
到
来
で
す
。
で
も
誰

し
も
老
い
る
の
で
す
、
そ
の
と
き
「
羽
根
布
団
墓
に

か
け
て
る
親
孝
行
」
と
な
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
遅
い

だ
け
。
二
句
目
。
男
女
平
等
の
時
代
、
謙
そ
ん
語
は

乱
発
禁
止
。
こ
の
方
は
「
私
の
良
妻
で
す
」
と
は
恐

妻
家
と
い
え
ど
も
、
い
か
が
な
も
の
か
。
三
句
目
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
労
苦
も
感
謝
の
笑
顔
に
接
し
て
報

わ
れ
る
。「
猛
暑
の
せ
い
か
今
月
は
投
句
が
少
な
か

っ
た
で
す
。
残
暑
に
め
げ
ず
、
ご
健
吟
な
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
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勤
仕
録
　
武
藤
家
の
古
文
書
３

筆
者
の
武
藤
十
郎
右
衛
門
は
初
め
善

治
と
称
し
、
そ
の
後
弘
毅
と
改
め
、
通

称
十
郎
右
衛
門
ま
た
は
十
郎
、
道
斉
堂

と
号
し
て
い
る
。
片
倉
宗
景
、
邦
憲
、

景
範
三
代
に
仕
え
、
記
録
役
の
筆
頭
と

し
て
公
私
の
記
録
を
作
成
し
、
そ
の
記

録
は
数
十
巻
に
及
ん
で
い
た
と
い
う
。

奥
羽
盛
衰
見
聞
誌
や
文
久
耳
袋
は
、

国
家
大
変
や
広
く
社
会
の
風
聞
を
記
録

し
た
も
の
の
一
つ
だ
が
、『
勤
仕
録
』

は
、
武
藤
家
の
日
常
の
出
来
事
を
中
心

に
し
た
、い
わ
ば
私
的
な
記
録
で
あ
り
、

も
ち
ろ
ん
主
家
の
重
要
な
要
件
も
記
録

さ
れ
て
い
る
。

勤
仕
録
は
、
天
保
九
年
よ
り
の
自
筆

留
と
の
合
冊
と
な
っ
て
お
り
、
縦
十
九

㎝
横
十
二
・
五
㎝
、
自
筆
留
は
縦
二
十

三
㎝
横
十
三
㎝
と
や
や
大
き
さ
が
違
う

袋
綴
じ
の
竪
帳
で
あ
る
。
表
紙
と
も
約

百
九
十
丁
ほ
ど
で
、
幕
末
の
片
倉
家
中

堅
の
武
家
の
生
活
を
知
る
上
で
、
極
め

て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
虫

食
い
な
ど
で
痛
み
が
ひ
ど
い
。

こ
の
ほ
か
、
白
石
市
図
書
館
蔵
の
武

藤
家
の
記
録
は
、
天
保
番
座
調
・
諸
文

通
控
・
亜ア

墨メ

利リ

加カ

船
浦
賀
渡
来
記
・
開

化
一
寸
用
文
・
咸
臨
丸
萬
手
控

か
ん
り
ん
ま
る
よ
ろ
ず
て
び
か
え
・
諸
案

集
・
倹
約
制
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
白

石
に
は
現
存
し
な
い
が
、
武
藤
弘
毅
の

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
孝
明
天
皇

の
石
清
水
八
幡
宮
行
幸
に
、
陪
臣
ば
い
し
ん

の
片

倉
家
が
供
奉
ぐ

ぶ

し
た
様
子
を
描
い
た
『
石

清
水
八
幡
宮
供
奉
行
列
絵
巻
』
や
『
仙

台
藩
慶
邦
公
御ご

入
に
ゅ
う

部ぶ

絵
巻
』
な
ど
は
よ

く
知
ら
れ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

（
白
石
市
図
書
館
蔵
）

白
石
の
古
文
書
F
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あ
し
た

ば
白
石（働く婦人の家）

手話
サ

ー
ク
ル

★
　

　　
　　　　

★
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「手話
」で自分の世界に広がりを!!　

あしたば白石で開かれた手話講座を受
講していたメンバーが、終了後も勉強を
続けたいと、このサークルを発足したの
が99年９月。ちょうど１年経った現在
のメンバーは14人です。
仕事帰りに直接という方もいて皆さん
忙しいですが、「こんばんは。お仕事ごく
ろうさま。」の手話を交わして、テキスト
ばかりでない交流のひとときを楽しんで
います（たまにはお茶を飲みながら）。
言葉の意味や様子をわかりやすく表す
のだから、同じ「食べる」でも「ラーメ
ンを食べる」とか「焼き鳥を食べる」と
かをどう表現するか、考え合うのも楽し
い学びの一つです。表現力もつくかもし
れませんね。
英語ができると10億人と話せるとい
いますが、手話を知ることでも自分の世
界が広がると思います。あなたも仲間に
入りませんか？　お待ちしています。
◆手話サークルのご案内◆
開催日：第２・４火曜日の月２回、夜７
時～８時30分。場所：あしたば白石３
階。会費：1，000円／月

アイルランドでは、日本と同じようにいろいろ
なお祭りがあります。10月31日はハロウィーンと
いうお祭りの日です。その日、子供たちは仮装し
て、近所の家を訪ねて、お菓子や果物をもらいま
す。ドアノックして、「Help the Halloween
Party！」と言います。（「ハロウィーンパーティー
にお菓子ちょうだい！」という意味です。）そして、
近所に大かがり火があって、皆は火の周りに立っ
て、そのもらったお菓子と果物を食べます。その
後、皆は家に戻って、家族や友達とハロウィーン
パーティーをします。もちろん花火もあります。
カボチャを使ってランタンを作る人もいます！
ハロウィーンの時だけの特別な食べ物もありま

す。それは「バーンブラック」という干しぶどう
入りの丸ケーキです。バーンブラックは、その時
だけ売られ、中には指輪が隠されています。指輪
を見つけた人には幸運が訪れると言われています。
アイルランドでは、マンダリンオレンジという果

物もハロウィーンの時だけの食べ物です。
現代のハロウィーンは、このように楽しんでい
ますが、ハロウィーンはもともとケルト族の祭り
「サーウヘイン」からきています。昔のケルト族の
アイルランドでは、10月31日は夏の終わる日で、
その年に肉体から抜け出た死霊が生きている人に
取りつく日だと信じていたのです。それを防ぐた
めに、31日の夜、村の人々は家の火を消して、家
を冷たくして嫌な場所にしました。そして村の
人々は恐ろしい服装をして、村の中を歩いて、大
きな音を出したということです。そうすれば、死
霊が怖がって、逃げて行くと信じていました。
ハロウィーンの習慣は、1840年ころにアイルラ
ンド人の移民からアメリカやカナダなどに伝わっ
ていきました。今も世界中のいろいろな国では10
月31日の夜に仮装をして、ハロウィーンを楽しむ
人が多いです。皆さんHappy Halloween！

ê
手
話
で
「
ア
イ
・
ラ
ヴ
・
ユ
ー
！
」

た
て


